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NOTES ON SOME AMPⅡIBIANS OF TA‡WAN AND THE RYtJⅨYUS  
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Ihad a goodopfX）rtumity to collect some amphibiansin Taiwan and the Ryukyus  

（Is．Iriomote，IshigakiandOkinawa）asamemberof the2ndBiologicalExpedition  

ofthe Facultyof Edu．cationof KagawaUniversityheldin the summerseason（from  

July20th to September8th）of the year1970．Asthe resultofit，Iwillbeable to  

record12speciesof fIOgSand2species of newts（2undetermined species of frogs  

arestillretainedinmyhand！）inthispaper．Almostofthesematerialswere collected  

bymyself，butsomeonesweresokindlypresentedfromProi．Dr．M．CHUTO（the  

leaderofthe Expedition）and twootheImembers（Messrs．M．YAMAMO’rOand K・  

OGAWA）to me．And，in the course of myidentification－WOrkon these materials，  

Iam muchindebted to Dr．Y．0ⅩADA，Dr．M．NISHIOKA Of Hiroshima University  

andDr．T．UcHIDA Of KyushuUniversity．Therefor・e，Iwish toexpress mysincere  

thanks to these doctors and the fellow workers for their deep kindness．   

Now，SOmeinteresting（and may be usefulfor junior students！）notes on the  

collectionofsomespeciesrecordedherearedescribedintheJapaneselanguageatthe  

latter part of this paper．  

1970，H．Kawataleg．；18＆3♀♀，Wushe，  

Taiwan，13．．ⅤⅠⅠⅠ．1970，H．Kawataleg．；9令  

名＆5♀♀，Hsitou，Taiwan，16。VIII．1970，  

Hu Kawataleg．   

Gen，distr．M Taiwan；OrientalRegion．  

Suborder FIRMISTERNIAアカガエル亜目  

Family Ranidaeアカガエル科  

3RanalimnocharisGravenhorst，1829ヌマガエ）L／  

Spec．exam．－18，Wulai，Taiwan，23．VIII 

1970，H．Kawataleg．；1ち＆2♀♀，Chiayi，  

Taiwan，30ⅤⅠⅠ．1970，H．Kawataleg．；1  

ち＆3♀♀，KentingPaIk，Taiwan，3”VIII．  

1970，H．Kawataleg．；2含6，1s．Lanyu  

（0IChidIs”），Taiwan，4．VIII．1970，H・  

Kawataleg．；1苔＆ 2♀♀，Wushe，  

Taiwan，13．VIII．1970，HいKawataleg．   

Order ANURA（or SALIENTIA）  

無尾目（又ほ．カエル目）  

SuboIder ARCIFERA ヒキガエル亜目  

Family Bufonidae ヒキガエル科  

1．Bujb melanosticiuS Schneider，1799 ヘリグロ  

ヒキガエル   

Specimens examined－18，Mt．Lishan，Ta－  

iwan，10．ⅤIII．1970，H．Kawataleg．；1♀，  

Taipei，Taiwan，21．VIII．．1970，H．Kawata  

leg．   

GeneIaldistribution－Taiwan；S．China；Indo－  

China；Malaisia；Burma；India．  

2．β〟ノb∂α乃ゑ∂7・∂β〃S∠5BaIbouI，1908バンコロヒキ  

ガエル   

Spec．exam．－28省＆2♀♀，Mt．Alishan，  

Taiwan，28．VIII。1970，H．Kawataleg．；  

1谷＆3♀♀，Mt．Lishan，Taiwan，10．ⅤⅠⅠⅠ．  
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10．点ゐαC∂♪ゐ0㌢・〝．SJβ〝C∂∽γぶfα一方 Sβ方む∠㌢－gかどク（Reinw・  

a工dt，1829）ムスジンロアゴガエル  

Spec…eXam．．－1谷，Ⅹez‡ting Park，Taiwan，  

1．ⅤⅠⅠⅠ．1970，M．Cbaj61eg．  

Gen。distr．－・コyukyus（Is．Amami－Oshima）；  

Taiwan．  

11Po［yPedates ja♪onicus（Ha1lowell，1860）ニホ  

ンカジカガエル  

Spec．exam巾 －2 exs．，Inda，Is．Iriomote，  

Ryukyus，25．ⅤⅠⅠⅠ．1970，H．Kawataleg．；1  

ex，Yona，Is．Okinawa，Ryukyus，5．ⅠⅩ．  

1970，H．Kawataleg 

Gen．distr．－Ryukyus（from TokaraIs小 tO  

YaeyamaIs．）；Taiwan．  

Family Microhylidae  

12．Microh．yla okinavensisStejneger，1901オキナ 

ワヒメアマガエル  

Spec．exam。－3exs，Kenting Park，Taiwan，  

1。ⅤⅠII。1970，H．Kawataleg．1ex．，Yona，Is 

Okinawa，Ryukyas5，ⅠⅩ。1970，H．Kawataleg  

Gen．distI。－Ryukus（Is小 Amami－Oshima；  

Is．Kikai－jima；Is．Okinawa；Is．Ishiga 

ki；Is”Iriomote）；Taiwan；S．China；SE．  

Asia．  

Order CAUDATA  

有属目（又はサッショクワオ日）  

Family SalamandIidae イモリ科  

13，77・∠ゎ〝鋸ぶ（Cγ〝坤ざ）♪．γ′・γカogα5才♂7 β乃S∠cαぴdα   

（Hallowell，1860）レリケンイモリ  

Spec．exam．一4ち谷＆4♀♀，Mt．Goga－yama，  

Is小OkiI】aWa，Ryuky11S，3．ⅠⅩ．1970，H 

Kawataleg．  

Gen．distI．，一Ryukyus（AmamiIsり；Is．Toku  

－nO－Shima；Is．Tokashiki）．  

14．T〆〃わわ一■gね〃〃〝dβ㌢’ぶ〃乃≠ BoulIlegeI－，1892イポイ  

モリ   

Spec，eXam．－1＄，Mt．Goga－yama，Is．Oki－  

nawa，Ryukyus，3．IX＝1970，H．Kawata  

leg．  

Gen．distr．－Ryukyus（Is．Amami－Oshima；  

Is．Toku－nO－Shima；Is．Okinawa）．   

268 ＆1♀，Inda，Is．Iriomote，Ryuky11S，  

25．ⅤⅠⅠⅠ…1970，H．Kawataleg 

Gen．distr．－Japan（Honshu；Shikoku；Kyush－  

u）；Ryukyus（fIOm AmamiIs．to Yaeyama  

Is。）；Taiwan；China；Philippines；SundaIs．；  

Malay Peninsula；Burma；India；Ceylon．  

4い点αガαgよgβγ・摘α玖卵力那Da11din，1903トラフガ  

エル   

Spec．exam．．－1S，Hengchun，Taiwn，1．VIII 

1970，H．Kawata】eg。；18，Is．Lanyu（0IChid  

Is），Taiwan，4．VIII．1970，H．Kawataleg   

Gen．distI．一Taiwan；OrientalRegion  

5Rana narina Stejneger，1901ハナサキガエル   

Spec”eXam．．p18，Wulai，Taiwan，23ⅤⅠⅠⅠ．  

1970，ⅩOgawaleg，；1♀，Hsitou，TaiⅥ7an，  

16ⅤⅠⅠⅠ”1970，H，Kawataleg  

2？♀，Mt．Ban，na－dake，Is．Ishigaki，Ryu－  

kyus，24。ⅤⅠⅠⅠ1970，H．Kawataleg   

GendistI．－Ryukyus（IsAmami－Oshima；  

IsToku－nO－Shima；Is．Okinawa；Is．Ishi・  

gaki；IsIriomote）；Taiwan 

弔．晶摘αね加肌カ去BoulengeI，1899 ヲトワレュガ   

エル   

Spec“exam－1谷＆4♀♀，Wushe，Taiwan，  

13VIII．1970，H．Kawataleg 

Gendistr”－Taiwan；OrientalRegi0Il 

7．点α〝αわ〝g∠c′－〝∫Ste如egef，1898アシナガガエ  

ル   

Spec。eXam．一・4省6＆2♀♀，MtAlishan，  

Taiwan，25．ⅤⅠⅠⅠ．1970，H‖ Kawataleg 

Gen，distr．－Taiwan；OrientalRegion 

8．点ゐαC0♪カ07〟S肌〃JわーβC紬BoulengeI■，1908 モル   

トレヒトガエル   

Spec，′eXam。－2＄6，MtAlishan，Taiwan，  

28VIII．1970，HKawataleg 

Gen．dist工∴ 一Taiwan  

9．RhacoPhorus owstOni（Stejneger，1907）オウス   

トンアオガエル   

Spec。eXam－1含，Inda，Is”Iriomote，Ryuk－  

yus，25ⅤⅠⅠⅠ。1970）MYamamotoleg 

Gen．distI．一Ryukyus（Is．Okinawa；Is。Ishi・  

gaki；Isl．ⅠⅠiomote）；Taiwan．  
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採   集  記  

1．渓頭のバンコロヒキガエル  

渓頭の台湾大学の演習林ほ，日赤の統治時代に，索  

敵．ゝ存国大学の演習林であったところで，海抜1，158肌  

にある。大学経営の食堂玄関から100肌はど離れたと  

ら20肌はど低い谷間におりる。やほり激しく鳴いてい   

る。下草が覆い繁り，水たまりの深さほ50Cmほどあ   

る。2か月前に，この公開でアメリカ人が毒蛇に噛ま   

れ，死んだとい渠瀞を聞いていたので，やほり恐い。   

長靴をはき注意しながら，鳴いている部分のカヤを掻   

き分け煙を接すが，影も形も見ることができない。ま   

た鳴いているあたりの申を，今度はすばやく掻き分け   

て探すがだめである。折から町熱帯性低気圧に伴う雨   

が間断なく降り続いている。水の深い部分軋足を踏み  

入れ，浅い下申の覆い繁る部分へ向いて，探すが見つ   

からない。暫くはそんなことを練り返えしていたが，  

やがてじっくり作戦を練りなおすことにした。どう   

も，カエルはカヤの択もと近くの水から頭部を水面に  

出して鳴いているらしく考えられるので，徹底的にカ  

ヤ類の下草を足で踏み倒すことにした。57げはどの日下■  

草を足で踏み倒して，水面が十分見えるようにした。  

この作業が功を奏して，蛙の出現位置を適確に捕える  

ことができた。水の巾から頭部をのぞかせるが，こち  

らが動くとすぐに，水［i一にもぐる。とにかく，そのと  

きほ敏感だと思ったが，むしろ蛙が敏感というより雨  

がだんだん強く降るようになり，しかも夕暮れが近づ  

いていることもあって，こちらの方があせっていたの  

かも知れない。おそらく，彼の採集であれば，簡単に  

捕獲できたとノ監われる。まだ，1個体も採集していな  

いの紅，時計を見るともう午後4幡を過ぎようとして  

いる。だから，このちっぽけな谷間に下りてから，す  

でに1時間40分はど経っていることに気づいた。帰り  

のバスの発剰曙刻も気がかりであったが，とにかく1  

個体だけでも採潔しなけれほならないと思い，がんば  

った。そうして，やっとの思いで1個体捕えることが  

できた。体色軋 明るい褐色の強い，ヌマガエルであ  

った。1個体採集すると気持に余裕ができたのか，続  

いて2個体採蔑できた。採集を終え，泥の付いた手を  

洗うため，水に手を入れたとき，目の前で何か動くも  

のが見えた。今まで，必死になって踏み倒した下草の  

聞から褐色の物体が見えた。そこで，水底の泥をまる  

めてき萎ほりをつくり，投げつけた。それがうまく当っ  

たので動き津した。まさしく蛇である。そのとき，  

台北の博物館で見た液潰標本のタイワンコプラや百  

歩柁が日にちらつく。とっさに飛びさがり，一気に  

もとの歩道に引き返し，公開の玄関前のバス停へ急い  

だ。   

渓或の演習林の池  

ころに，その周照を石凝瀬瀾ほれた，縦15ブ7L，′横5川ノ  

はどの小さい弛がある。石垣の高さほ277もはどで，  

水深ほ約20C鵜～30c7花ぐらいである。この小さい掘池  

に，バンコPヒキガエルが多数集まっていた。多くの  

個体が，水面に近い大きなすき閲に重さなるように集  

まって動かないでいる。その卵塊をさがしたが見つか  

らなかった。池の周囲の雨水にしめっか‘i‡むらにも，  

抱ほしたこの蛇の潜んでいるのが見られた。この地  

ほ，産卵場碇なっていると思われた。  

抱ほしたバンコロヒキガエル  

2．墾丁公園のヌマガエル   

墾丁公園の東側，サンゴ般の岩盤を削っただけの歩  

道を進むと，娃の鳴き声が激しく聞こえてくる。遠か  
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4．霧社のラトウシュガエル   

霧社（1，148m）のバス停留所前の学校の運動場  

は，有名な霧社事件のあった場所である。校庭の噴水  

他には，水がほとんどなくなっていた。その池にほレ  

ンガが数個とコンクリートの岩石片がころがってい  

た。レンガや石のすき間に，バンコロヒキガエルとと  

もに混接しているラトウシユガエルが採集できた。  

■3．石垣島のハナサキガエル   

8月23Ei，午後2暗から石垣島での最初の採集にで  

かけた。万勢岳の山麓で，アダンの棟に悩まされなが  

ら，鳴き声のするあたりを胸までくる下草を掻き分け  

て放すが，採集できないままに終わった。その場所  

ほ，ちょうど田畑と山の樹木との接点にあり，アダン  

拡麗われた日陰の部分で，渉み出るように，泥の上に  

水がうすくほりつめていた。その帖50c仇～80C7花，泥質  

の深さ20cmぐらいあった。その泥質の祐に向い合っ  

て，田んぼの畦があり，その畦に穴を掘って，潜んで  

いると思い，草を踏み倒して接したが，採集できない  

で終った。   

ラトクレユガエル  

5．阿里山のモルトレヒトガ工ルとアシナガガ工ル  

8月24Et，台湾での食事には，あまり食欲がなかっ  

たが，石垣島での日本食に元気づけられ，パソナ臨へ  

の足どりも軽い。朝から何となく，今日は採集できそ  

うな気がしてならなかった。そんな期待にもかかわら  

ず午前中にほ，一個休も採集できなかった。パソナ岳  

の南斜面の小さい谷川で，r】ニー修道大数授，山本正幸先  

生ととも軋岩に腰をおろし，昼弁当をとっていたとこ  

ろ，すぐ目前の岩の上に，岩肌と酷似した赤褐色に黒  

ずんだ体長1膨潤はどの蛙が，きょとんとうずくまって  

いるのに気づいた。蝶採集用の台湾製のネットで，捕  

えようと構えたところ，大きく 2～3回ジャンプし  

て，一気に谷川の水が流れている岩盤の下へはいって  

しまった。素早く，追っかけ必死で狭いすき間に，手  

を入れ墟の足だけをつかんで捕えた。みごとな，ハナ  

サキガエルであった。続いてまた，谷川から10肌はど  

離れた樹木の間に点在する岩の聞にひそんでいた個体  

も採集できた。  

モルトレヒトガエルの体側の斑紋  

阿里山駅（海抜2，272m）から歩いて，わずか10分  

足らずで，「姉妹弛」と呼ばれる周囲100mぐらいの  

弛があった。そのまわりほ，ヨシノスギの大木が取り  

囲み，霧が絶え間なく立ちこめて，うっそうとしてい  

た。他の堤の草むらや繁みの中で，盛んに蛙の鳴き声  

が聞えてきた。鳴いているそばに，そっと近づくと鳴  

きやむ。老木の棍もとあたりの落葉といっし」こに，土  

を掘り起こしてみたが見つけることができなかった。  

隊員の11▼1本氏の助けを黛りて，もう一度範囲を決め，  

大きく掘り起こす，鮮やかな青緑色の美しいモルトレ   
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ヒトガエルが，士の聞からこちらをのぞくようにすく  

んでいた。体の背面ほ，なめらかで青緑色であるが腹  

面は白色で，大腿部には大きな黒い点状の斑紋があ  

り，また，大腿部から措莫三部にわたる臆面と践は鮮紅色  

を呈し，それに大小の黒斑がある。   

アシナガガエルほ，同じ「姉妹抽」の水中に沈んだ  

枯木の間を泳いでいたものや，周囲の繁みで，捕える  

ことができた。  

きた。高良鉄夫博士は，イポイモリについて次のよう 

に記している：イポイモリは古生層の山地軋生息し，  

しかもまれにしかみられない珍奇なものである。その 

生態については，多分に研究の余地が残されているの  

で，乱鼓しないように，その保存につとめねばならな  

い。  

イ ポ イ モリ  

終りに，この採集謂査行において，終始懇切な糾一旨  

導をいただいた香川大学中條澄夫教授，同高橋良平教  

授，団員の諸先生方に深甚の謝恵を表し，また，この  

採集行の前後を通じて何かと御激励御援助を下さった  

香川大学付属坂出中学校の校長ならびに諸先生に対し  

ても，心から感謝する次葦である。  
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アンナガガエル  

6． ヒメアマガエル   

8月1日，恒春の両の降るl町角で，タクシーを拾  

い，台湾の最南端に近い墾丁公園にでかけた。正面入  

L】から奥へ行くにつれて，サンゴ礁の岩盤が目につく  

ようになる。歩道からわずか10mはど奥へはいると，  

ジャングルといってもいいはど樹木や下琴が密生し，  

前へ進むときは木の枝から雨水がしたたり落ちてく  

る。毒へど対策の長靴をほき．道三志しながら，娃を放  

すが見つかるようすもない。目の前をコノハチョウが  

行き来する。再びサンゴ礁の岩盤を削っただけの歩道  

に引き返す。雨足が少し強くなる。風化されたサンゴ  

砿の赤茶色の肌を雨水が流れる。そんな状態の歩道で  

ヒノアマガエルを見かけた。体の大きさの割に，よく  

飛び躍ねて，逃げようとする。思ったより捕えにく  

い。整備されてない遺に雨足を強く感じた。   

7．護我山のイポイモリ   

護我山にほ琉球農業試験所の果樹試験地がある。そ  

の事務所前から東へほぼ500肌ぐらいの地点に，碓漑用  

のコンクリート製の貯水槽（1m′×2m）が6個あ  

る。貯水槽の水が潮れている1つの水槽からレリケン  

イモリと混棲しているイポイモリを見い出すことがで  
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